
Y様邸 熱貫流率測定
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東京都杉並区に築30年の中古住宅を購入した63歳のY様。

寒さが苦手で、血圧が高く、老後に脳卒中も心配なので、断
熱リフォームを計画。

ところが、しっかりした図面が残っていないので、どのような断
熱性能があるか調べてほしいとのことで行ってきました。



熱貫流率測定
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①断熱性能測定・壁
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断熱性能測定結果

Y様邸の壁の熱貫流率は、

0.75W/㎡kでした
この数値は、新省エネルギー基準（平
成4年基準）に相当します。

現在の平成28年の改正省エネルギー基
準0.53W/㎡Kには満たない性能と言え
ますので、断熱補強をお勧めします。
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断熱リフォームの提案
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断熱材の交換を提案させて頂きました。

Y様は、セルロースファイバーを使用し
たいとのことでしたのでランクの高い
セルロースファイバーを使用しました。

その結果、断熱工事後の熱貫流率は、
0.41W/㎡Kと東北地方の基準をクリヤー
する高断熱仕様となりました。

断熱測定は、断熱リフォーム計画を立
てるための指標になります。

熱貫流率測定の費用は、60,000円（消費
税別）となります。


